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いる（岡部・木嶋・佐藤, 2004(12) : 横嶋・山口・賀屋・















Table 1. 自我体験尺度の項目 
回答は各項目について「思ったことがある」「近いこと
を思ったことがある」「なんとなく思ったような気がする」






























群」とした(Table 2, Figure 1)。 
 











































































































IAT の妥当性については Bluemke and Friese (2008)(17)










行った。被験者は大学 1，2 年生 189 名で，研究 1 と同
様の説明を行った。
















Figure 2. 紙筆版 IAT 実験冊子の一部 
結果：自我体験については，研究 1 と同様にクラスター
分析を行って，3 つのグループに分類した。 
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